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段ボールコンポストとは、家庭で手軽に取り組める生ごみの処理方法です。
段ボール箱の中に、資材（ピートモス、もみ殻くん炭という園芸用の土）を入れ、そこへ生ごみを投入します。
段ボールコンポストの中の生ごみは、目に見えない微生物の力で分解され、良質な堆肥へと生まれ変わります。

深さ深さ

　市では、段ボールコンポストによる生ごみ処理を推進するため、
希望する人に必要な資材セットを無料で配布します。

対象 本市に住所を有し、居住している人
配布方法　窓口で配布
配布数　50セット（１世帯につき１セット、先着順）
申込期間　５月８日㈪～ 19日㈮
申し込み方法 本人確認できるもの（マイナンバーカード、運転
免許証など）を持参の上、お申し込みください。
※堆肥化した生ごみは、家庭菜園やガーデニングで利用してくだ
さい。
※※取り組み後、アンケートの回答へご協力をお願いします。へご協力をお願いします。
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　市では、持続可能な社会を目指してS
エス ディー ジーズ

DGsの取り組みを進めています。今号では、世界共通の17のゴール（国際目
標）のうち、ゴール14の達成に向けた市の取り組みや一人一人ができることなどを紹介します。

問政策財政課☎51-6712

ゴール14　海の豊かさを守ろう

◆プラスチックごみの適正処理
プラスチックごみの分別回収やリサイクルを進めると

ともに、不法投棄などの防止に向けて、巡回や意識啓発
などを行っています。

達成に向けた市の取り組み

　マイバックやマイボトルなどを使い、使い捨てのプラ
スチック製品の受け取りを断ることで、ごみの削減に取
り組んでみましょう。

一人一人ができること

SDGs～持続可能な社会を目指して～
市では 持

　私たちの生活の中で出るごみや排水などは、適正に処理をしても自
然界に負担をかけることがあります。特に、道路や川、湖に捨てられ
たペットボトルやポリ袋などのプラスチックごみは、分解されずに川
から海に流れ出て、海の生態系にも悪影響を及ぼしています。
　また、世界では、過剰な漁獲により、水産資源が減りつつあります。
このままでは漁業に頼っている国はもちろん、世界中の人が海からの
恵みを受けられなくなるかもしれません。
　ゴール14「海の豊かさを守ろう」では、ごみなどによる海洋汚染や
魚介類の乱獲を防ぐことで、海や海の資源を守り、持続可能な方法で
利用していくことを目指しています。
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問まちづくり支援課☎51-6726
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